












1992 年に、私は「女性成人病クリニック」を開業した。文字どおり女性だけを対象にし

た更年期医療を専門とする診療所である。

開業に当たって、日本の多くの診療機関は各種の健康保険を扱った「保険診療」を行って

いる中で、私は敢えて「自由(自費)診療」形態を選択し、現在に至っている。

「自由診療」に踏み切るには、当然多くの逡巡や苦悩があった。副院長を務めて頂くこと

になった婦人科医・堀口雅子氏は、医療の公平性という考えから「自由診療」には批判的

であり、私にしてもその理念に異論のあろうはずがない。

　それでも「自由診療」を決意したのは、「受診者と、納得できるだけの時間を共有でき

る医療を一度経験してみたい」という長い間抱き続けていた強い願望があったからである。

これには、「長時間待ってもらったにもかかわらず、積み上げられたカルテを気にして僅

か数分で追い立てるように診察を終えようとするのは、受診者に対して失礼ではないか」

という後ろめたい思いの他、「体カの減退した高齢になっての開業では、数でこなすよう

な診療は、もう不可能ではないか」と懸念したからである。


